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トぷ幡!'，m1，秋山市田γ小康小JioJJ邑7下段ι附4ーするド縫0，11跡内緊急先掘調査韻告書である.
2. 4>欄{.. ，..~は、安IU:~'，市、田口 郎、同補佐員同協)Jもdtlて何原俊nが編集したものである.
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4. alU川柳町l師、地質は r'J、阿地日掛弗糊酬のllfj白川市柑押し、 がl耳lしたも

のである.

5. ~掘調夜、帳押には下記の骨氏より帥吉令制q ん.

川Jt-I!'.- 両原純之血議穂陸小梓趨置件揖作鮮民民

f貴ltI県立It湾、富霞司眠時氏には免面的に揃!Ø、町If~‘ ι 1':' 1..1:... 

6. ~聞は下記的人・の協Jヨを得 f.:..

''''々"'111人、 三精子絵手、伊直面茂イー、大友挙手、川列 尚、 木村徹、相場修
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第 1輩調査に至る経過@調査体制

秋田県商工労働部を通じ、秋田市企画調整課より秋田市御所野地区一帯を内陸工業団地造成地域

にしようとする計画がある旨、市教育委員会に昭和55年 9月に連絡があり、この地域一帯の;埋蔵文

化財に関する状況の説明を求められ、計画地域内の周知の遺跡数、範囲等を報告した。この時点で

は、周知の遺跡は 5ケ所であり、台地のあり方からは他にも遺跡の存在することが予想されていた。

その後、造成事業開始に際し、埋蔵文化財の分布状況を把握しておく必要があるとの県、市協議結

果に基づき、 12月上旬に市教育委員会で、ほぽ全域にわたり分布調査を実施したところ、前述遺跡の

他に30ケ所の遺物散布地が確認され、その閥積は約243，000mと推定されたのである。

昭和56年 4月、造成事業地区が計画され、この計画地区には分布調査の結果 5ケ所の遺物散布地

(面積約18，OOOm )が含まれていることがわかった。造成計画事業の工程から発掘調査については

市教育委員会が担当することに決まり、 4月 8Bから現地での作業を始めたのである。

調査体制

調査期間

調査主体者

調査担当者

調査員

調査補佐員

調査協力員

昭和56年 4 月 8 日 ~11月 28 日

秋田県簡工労働部

秋田市教育委員会

菅原俊行、石郷岡誠一(秋田市社会教育課)

西谷 隆、安田忠市(秋田城跡発掘調査事務所)、田口 都(秋田考古学協会会員)

武藤康弘(国学院大学)、本間 宏(明治大学)、石川恵美子(筑波大学)、谷口重

光(天王郵便局)

調査作業員 鈴木銀一、鈴木長治、鈴木茂治、鈴木満、三浦武治、三浦馨、三浦吉男、

遺跡の位置

三浦吉司、岩崎岩五郎、鈴木ト人鈴木慶子、鈴木キヨ、三浦トミエ、三浦千枝子、

堀井ヤス、橋本栄子(問ツ小屋小阿地地区)加藤満子、大友幸子(四ツ小屋中野地

区)伊藤茂子(四ツ小鹿上町地区)佐々木フミ、佐々木直人、加藤 均(仁井団地

区)鈴木徳行、鈴木浩、鈴木和人、塚田誠、土崎龍郎、)11井尚、木村徹、

相場修

第E輩遺跡の位置@地形@地質

下堤D遺跡は秋田市四ツ小屋小阿地字下堤に所在する。秋田市街から国道13号線を南下し、仁井

田、横山地区を過ぎると三叉路があり、そこを右の道に入り約200m進んだ西側の台地一帯が遺跡で





ある。 この下堤D遺跡のさらに西約O.8kmの台地端は下堤A、 B、C遺跡である。 D遺跡には二つ

の沢があり、杉林で、揚水地である。この地域はもともと畑地として利用されてし、たが、現在一部

の畑を除き、そのほとんどが荒地、査場と化している。北西部に延びる納長い舌状台地の先端から

は秋EEI市街が一望できる。 D遺跡、は分布調査の結果等で 1~4 地区に分けて調査をした(第 5 図)

1地区は南東部。 2地区は東部。 3地反は北部。十地区は南西、西部である。

遺跡の地形・地質

下堤A~D遺跡を含む末戸台付近の地形を大別すると和田丘陵と末戸台台地に分けられる口和田

丘陵は平坦面をあまり持たない。しかし、定高性を持った標高 60~150m のかなり開析を受けた老

年期地形を示し、地質は第3系鮮新統に属する青色砂質シルト岩(笹岡層)と青灰色塊状泥岩(天

徳寺層)、それに中新統に属する賠灰色泥岩(船川層)などからなっている。末戸台台地は標高25

~50m 強で、その表面は大変平坦である。この台地は和田丘陵と接して、数段の段丘を識別できる c

これらは内藤1)の区分からすると、上位から標高45~50m 強の椿台段丘、標高40m 強の上野台段丘

I、標高35m強の上野台段丘宜、標高25m強の宝竜!l碕段丘の 4段に分けられる(第 2図)。

①椿台段丘

岩見川右岸末戸台台地で、は45~50m 強の標高をもっ、いわゆる椿台面をその推積面とする椿台層

が、厚い瞭(最大径10cm前後)、砂、粘土の五謄で構成されている。ただ基庇高度はわからない。

岩相は最上部に 1~ 2mの褐色の粘土質火山灰層があり、次に陳・砂・粘土のJj_層で、砂礁の部分

でしばしばクロス・ラミナ(斜交葉理)がみられ、砂二とあるいはシルトは水平な細かし、}審理をなすこ

とが多い。層厚をみると、傑層はうすく、砂・粘土}替が厚L、。その下部は第3系の泥岩(船川層)

や砂質シノレト (笹岡層)となってし、る。

②上野台段丘 I

末戸台台地で椿台段丘の南側に標高40m強で、ついてし、る段丘が、上野台段丘Iと呼ばれてし、る。

表層の 1~ 2m の粘十ー質火山灰層を除くと、段丘堆積物は最大径20~30cm の礁を含む磯層であり、厚

さは 5m程度でその下部は第 3系となっている。下堤遺跡は、この上野台段丘rvこ位置する(第3

図)

③上野台段丘H

末戸台台地では上野台段丘Iとの比高が 5m強である。段丘堆積物の岩相は上野台段丘Iとほぼ

同様で、層厚は 5m前後である。内藤によれば、厚L、磯層の下部は椿台層に当たるとしている。

④宝竜崎段丘

末戸台台地の北縁の宝竜崎付近に分布し、他の段丘との関係を判然とさせる。標高20m前後であ

る。段丘堆積物の厚さは約 3mで上部 1m前後は砂混じりシルト、以下は砂礁躍で砂の多い部分と礁

の多L、部分とが層理をなす。礁は最大径15cm弱で上野台r.n段丘の段丘瞭層に比べて小さい。基
底には50cm以下の淀岩の塊が点在する。内藤によれば、基盤は椿台層の砂層であり、不整合面はほ

円
、

υ



ぽ水平であるとしている。これに対比されうる段丘およびそれより若干低し、段丘が雄物川沿し、で発

達がよい。

段丘堆積物の特徴

前述の 4つの段丘のうち、上野台1. rr面で‘は最大径30cm前後の亜門擦を主体とするほぼ一様な
をもっ O また、椿台面、宝竜11時間では瞭・砂・粘土の互!習で比較的中fH粒であり、事直、水平方

向に変化が大きL、。ゆえに、上野台 1. rr面は明らかに河川堆積物で、厚さも加味すると、岩見川
などによる河成の浸食段丘固と考えられる。これに対し、椿台固と宝竜11:奇隠は上野台 1. rr酉より
も運搬力の~~\，、環境下で堆積したことは i明らかで、岩相を加味すると、浅海性なし、し河口性堆積物
と考えられる。また、宝竜l崎面を除く椿台、上野台 1. rrの各面をおおっている層厚 1~ 2mのシ
ルト分を含んだ粘土質火山灰層は、経済企画庁の 秋田県教育委員会の「八郎潟

の研究J 3)及び村11-'4)、林 5)などの研究調査をもとにすると、男鹿半島の寒風IUが起源と一応考え
られてし、る。この粘土質火山灰層の表層細粒物質の風化状態をみていくと、椿台面、上野台I.rr
聞では黒色土の下のキ111粒物質のうち、上部50~100cmが明褐色を呈し、下部は灰色で、 境は再現移す
る。また、土壌断面をみると、椿台、上野台 1. rr ieiをおおう土壌は、いわゆる高岡 2統に属して
いると考えられ、比較的大き L、円燥を混入していて、 を厚く堆積させている口この層中に

は火山カ《ラスを

量

第2図段丘

A
笠

混入しており、

火山灰が関係し

ているものとも

のと*7ζさオLる。

(第4悶)は下

提D遺跡で調査

された土寅柱状

図 Giである。
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第E章調査の方法と経過

方法

分<ti調査の結集、計錨地l更には5ケ所の遺物散布地が確認さhており、その面倒は約18.刷抽nに

及び、縄文時代~平安時代の沼崎が比られた. 5ヶ所のうら4ケ所は字名下拠、 1ゲ所は牢:名k杉

沢であり、まず下段から発槻調夜を岡崎するよととし、退陣名w府和43'1'-48年まで調止した下拠

A 、目、 C遺跡に今図的地~:をD地住として加え、下総D遺跡と呼ぴ、ニれちを総荷、 して従来どお

り r正義a縫Jとした.
D遺跡の調査対量耐慣は約17.00CIn'あり、プ νハヅ〈作業小昼〉のltつ商両約16mに原点化fU.

に決時、東西南北(~睦北}に犠埠織をr~' り、 人グリ ザド (4(加 X40m )会35、その中に小グリ ヲト

(4m X4m)を設定し、湖貨を実施することにした.分布測伐の結集と3老舗{ヤヨ陸相関係官4地以

に分けて湖在するこ1;1ニしたのであるが、ニの周辺 4 冊は甘からの畑地であり、良質の黒土{耕作

上}が締られるため、耳障 n帯による県ゴ 係取がひんぱんに行なわれ、 Dj車跡のk部分n~ç-ム府ま

でも削平されていた.発御調売は 2 ‘ 4 、 3 、 1 地沢町闘に~絡した.

経過

4H 8筒、 ド持D遺跡の下見念行なt・、調止にあたり、 I、4地臥は賢治・-，而巳&1)、プルドーザ

で茨上のー織も含めて排除寸るよと、 2地区は廃車されtいる:;f! ~ヒ易摩肱ずるニと. 3地l~は雨水

調。の排水向島裂があるニとなとがわb可た。 4月14・158調査杭タリヲトおri;作弘主且f4_ 4 

R161'1-7J.14目、 必縮局丘凪i血孟JU.lnl.Jo}.庭生物的多レ地1>(で炎上加IJ;l'作業で同紙。 北側、中~と

却に遺怖を611'泌するか、思 1:採取で向'1'1'されて、・たo _4 ~島民 f6}) 18ロー8))10日、 」島組員立Iftifl.

主必且瓜).珂仕I':JI(側、両側はプルトド:_.. ，:一による'県県上銭取めた酌ロ-<ふ、R府署1玄Eで問削1)'平Fされていた.

中1:島岐証品』泡置物丹凶士はt世』少'l布匡〈し‘ '，'_昂払グリ γ ド 14mX4m)、 ト ν ン 4 によ 4る~i'凋司配官淀鱒@品地L峰'- ( 

7)川)3泊E伺-9月25叩臼、J!幽掘温丘函益之必E誕正〉絢f合制r!>(湖ズ均印r日悦tは玄吋1北t側円韓3木4水ミ件 {ト一掴部;ヅ

E東買側のt彰芸街醐.中央珊部:の水滴 1)~除〈範幽で、 -(3; ..レ Y チ、〆リヲドによる日曙l't~')!施. l島民

(9月2IA-llJ.lお目、ゑ強必J貸出問。13低 ト この調査(All.Je々 畑地であり(2ゲ所内畑が幌

作'1'であり、細門的取り人れな栴 f後発搬調宣告r実施寸る厳正事会仰1..;.，、ローム閉までの撹乱がh
1..<、本遺跡では初めて帥!よまされた1116211時代の逃紡まで副長"があヮた.k!芸f!地1.(につもての~

銅鋼止は造成品且ーから除外§れた4ニと、時間的京総がな、・こと事で測fUピι砲 しなかった. 

.:t'I売却IJUIJ・l'米跡占 {敏称略)川原純之 f文化fj)、 体 謙作 f北大助教授}、小枯必岨『同'"'t~左

大助教綬} 、 れ見i車夫、前慢#時、白山雄"J、核日I属品 J車、内情!J1.~ (敵同県文化Ij'，ID、皮肉附?J

{牧田県立樽物館)庄内公T(県続事務所J、斎厳電子 {秋山大学，、仁井山小学校有芯

調査色UIO.';;'SS怖?
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第N章遺構と遺物

(1) 1地区

!日石器時代の遺物

!日石器時代と忠われる遺物総数は約250点ほどあるが、畑耕作(長芋栽培)により、プライマリー

な状態で出土した遺物は少なく、 J52乱慢などから出土したものも含め、形態等から石擦として認定

出来るものはお点ほどであり、剥片、チップが多い。 遺物は第 2層 (11岳褐色土、縄文期包含層)、

第 3層(ローム層、上部はIIiラ黄褐色土で第 2層との再現移層)から出土し、第 8図の波線を中心とし

た第3層中部までであるが、!日石器時代の遺構等は確認出来なかった。石器の器種はナイフ形石器

( 2 )、細石刃(5 )、石刃(14) 、彫刻刀形石器(2 )、削器(1 )、両面調整石器(2 )であ

る。石質は全て硬質貰岩である。

I閤…黒褐色土、表土であり耕作土である。

一一 43.40m 腐植土を含む。

E層…lIi'it品色土、炭化物を含む耕作土。

困層…lIi'i黄褐色土、粘質シルトで、上部は炭

化物混入で、日層の耕作土が入り込ん

でし、る。下部は粘質シルトでやや黄色

I床を帯ひ、闘い。

町層…黄灰色土、粘質シノLト、青白色粘了Lを

下部に含み、自主L系を借ひる。比較的

しまりがよく、部分的に剥離する所が

ある、下層に若干波状摺がみられる。

VI習・・・青灰色土、 ょくしまったあli質シノLト層。

部分的にすf干の黄色粘土粒を含む。

VI層…青灰色土、 V層より黄色、白緑色を部:

ひfこれli'f:fシノしト。

明[!習…黄灰色土、黄色粘土粒子を多量に含み、

全体に禁色系の粘質シノL ト。

閣層…黄!火色土、刊層より白色系が強レ。 1Vi

質シノし卜 o

!Xl'J'i...緑灰色上、白色味を惰;びる:fiiftシルト o

X~f…線白色土、白色I床を千百・ひる粘質シノL ト。

部分IY:Jに黄色粘土粒を含む。

}日間…青灰色砂1深層、 2-3rnm前後の小l擦を

含む砂層で粘質性が多少ある。

現!脅・・・青白色粘土、 IXとXID層以下と忠われる

{i');l疎開の中間にある*'Ili+問。

XID層…青灰色砂!深層、 5mm前後の小陳を多く

含む、全体に緑白青色を呈している。

。

l 

2 j :溜

第8図 1地区土層断語図

口。
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ナイフ形石器(第9図 1、 2) 

し、ずれも完形ではないが、 1は細身の相11葉形で、基部両面と主要長IJ離面の片側縁に刃潰し調整が

なされている。 2は折損し、全体形は不明であるが、背面基部に刃演し調整がみられる。主要剥離

lfdの剥離は刃演し調整として明確で、はなL、。主要剥離間側縁に、わずかにアスフアルト状の付着が

認められる。

細石刃(第 9悶 3~ 7) 

市m石刃の数が少なし、ことと、市lJl石核と断定できる資料もないが、ニつのタイプに分けられそうで

ある。(3、 6) と(4、 5、わである。それぞれ共通の特徴は、打面が薄く小さく残る。断面

は内湾し、刃こぼれが見られることで、 ( 3、 6) は途中で折れており、 (4、 5、 7) は完形で、

長さは1~1. 3cm程度で、あり、摩さは1.5mm前後で、薄い。 5の細石刃の両国にアスフアルト状の付着

物が認められる。

若刃(第 9図 8~19、第10図20、 21)

石刃は三つのタイプに分けられる。巾が 1cm前後で、厚さの薄いものA (8 ~14) 、巾が 2 cm前

後で、比較的厚いもの B (15~18) 、巾が 6 cm前後で、大形のものC (19~21) で、 A 、 B タイプ

については背面の全剥離閣の加撃方向が主要剥離商と同方向のもの、背面の剥離面の中に逆方向の

剥離面があるものがある。打開が残っているのは11、12である。 17は自然面が残っている。 Cタイ

プは打面をもち側縁に刃こぼれの見られるものである。

彫刻万形石器(第10図22、23)

22は基部裏面調整がなされ、背面右側縁(自然、面)に調整剥離で打商が作られ背面右肩からの打

撃で彫刻刀聞が作られている。 23は横長剥片を素材ーとしたもので、両側縁を調整剥離し、右肩から

の打撃で彫刻万面を作っている。

削器(第10図24)

打面が大きく残る縦長剥片を素材ーとし、背面一側縁に細部調整剥離を施し、刃吉1")を作っている。

両国調整石器(第10図25、26)

両面調整素材とすべきものであるかもしれない。

まとめ

ユニットとして把握されるほど石器の出土状態は良くなL、。ナイフ形石器は、杉久保型と米ヶ森

型ナイフ形石器に近し、。彫刻万形石器はし、わゆる荒屋型である。細石刃にっし、ては、細石核が確認

されていないのでイ乍出技法はわからないが、 4、 5、?の細石刃は完形であり、小形の細石核から

剥取されたものと思われる。石刃は大形のものを除くと途中で、折れているものが多い。石器の出土

層位で、の時間差は明確で、はないが、石器の組成からは杉久保型文化のカテゴリーの中に位置づけーら

オ1るもので、ある。

- 11一



l白石 総時代遺物 一覧表

密 圃 レベル(m) 石 省 回帥叫<+廿曲、 織 考

錨1右手I 43 . 1~拍 百世 ローム上面 壇9図 3
2 43_2ft1i 百出 ローム長市

3 制l 仲 43_176 首砦 ローム上市

4 剣i 片 43_lMl 官出 ロ 」伝市

5 ナイヲ嗣京臨 42前q 官時 llJ 明9倒 1

6 ー歩 ヅ 43勉世 官世 p-J..、 面

7 4削 除 43 _~ 首軒 E 
3ミ 削除 43・16 .... 艶 n 
9 石河 43淵 置法 。ー

10 ナイフ踊話器 43.373 1í~ 。ー 置。r刻?
11 輔片 43.5i世 E怨 DJM上面
12 制片 43.533 百民 E凪上尚

13 輔 M 43.~冒 百揖 n~量上岡

14 制社 43.5'円 百世 H凪 k磁

15 蝿 片 43弘8 百揖 目府

1ι 輔 I~ 43.405 百揖 目帽下

17 輔信 相 5包 百揖 日届

18 剖 43.576 百時 目思

19 割粋 43 479 貰岩 槽甜

|姐 輔 仲 43.49:、 E害時 目府

1 21 掴砕 4.:'~ _664 宵時 畢

|盟 剖怜 拍企祖 首世 槽

|目 総l 砕 43.3.1)() 百揖 帽

124 ~I 枠 4..1_2t::l 官出 0 ・a
|盟 嗣 百胃 43_ItO 首出 0・・4弘 k商 .JIl~1主
|姐 削除 43.0:¥.1 宵出 ローム

1盟 43 _05t'l 省出 。

|盟 .，_ ヅ 43_MI，l 盲目 ロ

129 削除 拍 ns 育開 a-A 

130 チ ヅ 43.1句、尽 省出 o 

131 自削 除 d~U民q 官邑 e 

132 翻 石盟 43.17(1 官官 a ムト同イ困層h 3図10

133 1脳同 百'J，-I 43世調。 官時 3関8

134 組主王J'J 43ωu 官揖 ローふ 3閲4

135 1'1 片 43_A面白 n去 層調匝

136 省官 .1~-l _ 1~1l i!i盟 a ムト面 壇9随18

131 細石刃 <1::ミ 075 百世 電2 壇9鴎 5

138 ill Jt 43.131 何世 " ムト岡崎掴伶+

139 剖 Jl' 43.時4 官自 凶ム

140 1t J:" 43.171 民岩 ロ ム ト而

141 剖 j十 43.167 宣告 ρ ム ト而

142 43.鋭拘 頁岩 a ム

143 43.世泌 頁岩 同1.

144 43.111 質告 ロ ム

43.129 賀岩 ローム

.ヲ 43.140 頁岩 ローム

43.059 貰続 "ーム

141 43.0鴎 宣告 o-A 

41 石 43岨7 頁岩 ローム 都9凶12

'" 4~ 1C，1 首世 p- ム l企画

- 12-



日剥剥E 片種
レベル (m)

石頁岩質
層位(出土状態) 1m] すJ 

51 43.125 ローム上面

52 43.077 頁岩 ロ A 

53 チップ 43.084 頁岩

54 チップ 43.159 頁岩 ロム

55 

剥剥剥

片 43.137 

頁頁頁宕岩岩56 
片片

43.092 

57 43.229 J先乱
58 長1 片 43.200 黒耀石 撹苦L
59 チップ 43.254 真岩

60 チップ 43.288 頁岩 ロム

61 チップ 43.316 頁岩

62 チップ 43.152 頁岩

63 

剥剥剥剥
片

43.170 真岩 ! 

64 43.198 頁岩

65 片 43.168 頁岩

66 ! 42.767 真岩

67 片 43.151 
頁頁岩岩

68 
片片

43.431 

69 43.307 頁岩

70 43.349 頁岩

71 
片片

43.051 頁岩 ローム

72 43.034 頁岩 ローム

73 43.162 
頁頁岩岩

ローム

74 片 43.182 ロ A 

75 片 43.172 頁岩 ローム

76 片 43.163 頁岩 ロ ム

77 チップ 43.177 寅岩 ローム

78 長1 片 43.191 頁岩 ロー守ム

79 
長長lij l 片

43.137 頁岩 ローム

70 43.132 頁岩 撹乱

81 チ石ップ 43.082 頁岩 ローム

82 頁岩 第9図6

83 剥組剥| 刃片片 43.157 頁岩 ローム

84 43.130 頁岩 ロ 一ノ、
85 組l石刃 43.151 

頁頁頁岩岩岩

ム 第9図7

86 

i剥剥量担Flj ] 

片片 4433..11436 1 
87 ロム

88 43.114 頁岩

89 

片片刃円

43.487 頁岩 J究活L
90 43.163 頁岩 撹百L
91 43.115 頁岩 i J究乱
92 43.183 

頁頁岩岩
ローム

93 42.999 1号住居跡、の床直下 第9図14

94 43.107 

頁頁頁岩岩岩

J賛否L
95 

443300797 2 
J畳乱

96 J費百l
97 43.072 頁岩

(注)

rli竹島色土は、根または耕作土の下部と思われる。

円
〈
け



遺構

1地区の検出遺構は、竪穴住居跡 1軒、土拡 6革、焼土遺構16ケ所である。

1号住居跡(第11図)

竪穴住居跡で、北面する沢部の緩斜面に確認された。プランは長方形を皇し、大きさは 7.8mx 

3mで、壁はしっかりして、ほぼ垂直に立ち上がる。床面は平坦で、ょくしまっており、特に南壁

付近、中央部柱穴の南、西壁付近は硬くしまっていた。ピットは13ケ所検出されているが、中央部

宿壁隅のものは深く、他は比較的浅いが、規則的な位置からすると柱穴 (3x 5本)と考えられる。

東壁中央の柱穴は躍に斜めに掘り込まれていた。住居跡内に炉は検出されなかったが、北側に 6号

土拡が確認され、本住居跡より新しい。また、中央部に焼土(径約100cm、厚さ15cm) が住居跡確認、

面の上部から検出されている。

土拡(第12図)

2号、 4号、 5号土拡の確認問、上部から焼土がみられ、土拡に意識的に廃棄された可能性があ

る。なお、 5号土1広は底の方がややふくらむ形を呈し、 1地底土t広中では 1番しっかりした土拡で、

ある。埋土上閥、焼土の下からは個体の異なる土器片がまとまって出土し、土1広内にも焼土を含ん

だ士とともに入り込んでいた。

焼土遺構につし、ては、そのほとんどが畑耕作のため残存状態が悪かった。その他、調査区東側の

沢頭部に焼士、炭化物を廃棄した場所が発見された(図版 5)が湧水や杉林のため一部調査するに

とどまった。また、旧石器時代の遺構は確認されなかった。

縄文時代の遺物

D 遺跡縄文時代の出土遺物は、土器、石器、土製品、石製品であり、土器につし、ては地区ごとに

記述し、石器につし、てはまとめて記述する。土器はI群(縄文前期)、 H群(縄文中期)、血群(

縄文後期)、 N群(縄文晩期)、平安時代の土器に分け、類別した。

遺物

I群土器(第13図20、21)

縮L、粘土紐を貼り付け、幾何学的文様を作るもの、 21は右傾の粘土紐上にさらに粘土紐を重ね、

格子目文を作り出している。

E群土器(第13図 5~13、 15~18、 22~24、第14図25~28、 35、第15図36)

沈線による文様構成を主とし、地文は撚糸文、単節斜縄文、無文で、口縁部から胴部に幾何学的

施文のあるもの (12) 、 3~4 個の山形口縁を持ち、その下部に S 字状連鎖、文、鈎形文が施文され

るもの (23、36) がある。

N群土器(第14図29~34)

平行沈線文、工字文、変形工字文の施文で、口唇部に刻目、沈線のめぐるものがみられる白器形

は鉢形、壷形と考えられる。 29、33、34はへラ状工具でよく研磨されており、 29、34は特に著しく、

ーは一
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43.40m 

l3.:l0m 

第l1?i…附掲@土、ローム粒子・炭化物浪人
第2~'Í・ IIff茶摘色土
第3防…1Il'f茶褐色土、ローム杓子浪人
第4肘…11吉褐色土

策1?i..}I.¥色土、ローム干"子浪人

1号土法

.13.25間
一一 般IiL -

一一守口述)):，{，:':;".::>.・~
に平ど定己プ

一定ミι一一J
「可ミヨー

第1t;1....'日溺@I

者¥2 Þ:1...II;(f~色 i号、ローム f，'i {'IXit物iJi人第11'.1…IIt;褐色土、焼土・炭化物混入しまっている
第21?i...llifllt褐色土、ローム杓子・炭化物ilf人
第H'I…lI{t赤褐0.上、焼:t.j.主化物浪人
第"~1' 亦掲色上(焼土)
第5持i...IIl'f褐色土、!火(，@粘土のプロック./X化物混入
第61?i…Ni.褐色土、{idt量{昆人
第7肘 1ft.褐色上、かたくしまっている

2号土拡

3i号ニt滋

-(JJgs~<<. 

可4r
第1~十・褐色土、ローム f~ 子浪人
第21?i..;1.¥色土
第3年i...掲色土
第41?i・..{tt溺色 lこ
第5M...黒褐色土

43.50問

4号土法

t:LiOm 

~ょで工:よ王

liil i;.i'''，h;溺色 1'.(焼上)
líí2þ;， j...lli'i ò'WJ@1 、炭化物~lt 人

第3~:'i...II;'í褐色 1: 、 ;;':11:物・ローム flLtiJ{人
第41，;，)…oH品色 1:、焼 1:・炭化物・ローム位 (ilt人
第5':'I・lI(i:b'i.溺色 1'.3史上.j;':化物ローム位riJt人
者~6/N"'II(ib't褐色上、焼1:伐・i主化物・ローム位{;'1{人
第 k"l".1I(i' ~rt総色 1'. 、炭化物・ローム位{-~lt 人
第8~:'i...II;'i褐色 1'. 、 j.J.i化物 t犯人、かたくしまっている

5号土法

第Hi・・ llfi褐色土、炭化物・ロームf((了一混入
第2持i...sii補色土、焼土・炭化物・ローム純子浪人
第3骨i...茶褐色土、炭化物・ローム粒子浪人
第4防…災補色土

n
 
l
 

6号土法

第12図 1地区土拡
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5 号土j:/}; 5 -9 
10号焼土遺構 10-13 。

11号燐土遺構 14 
13号燐土遺構 15-17 
15号燐土遺精 18、19
遺構外 20-24

10cm 
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胎土、焼成共に良好である。

30は外出にベニガラ、内外

面に煤状炭化物の付若が認、

められる。

30 
31 

遺構外 36 

10cm 
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(2) 2地区

遺構

2地区の検出j剖持は、竪穴住民跡 4軒、土拡61基、溝状土拡2基、焼土遺構8ケ所である。焼士

j主将与のなかには住居跡のかiと考えられるものもある。

1号住居跡(第16図)

北側の沢に面した竪穴住居跡で、 3号住民跡の東壁を切り、 49号土j誌を内包している。プランは

不整円形を呈し、直径は約 4mを測る。壁高は10crn程度て、緩やかに立ち上がる。床はしっカミ りとし

ておりほぼ平坦であるが、一部長芋の舵乱が及んでし、る。ピットは、中央部と壌にそって検出され

ており、明確な主柱穴としては不明だが、おそらく配列としては壁に沿った形になると考えられる。

炉としての焼土は確認で、きなかったが、埋土中に:お!と土や炭化物が集中して検出された。 遺物は土型土

からffiJ期土器片が若干出土したのみで、ある。

2号住居跡(第17図)

2地区:北東部に位置し、 4.4mX3.6mの不整摘円形を呈する竪穴住居跡である。この付近は、ロ

ーム上面にまで撹乱が及んでいるため、壁はあまりしっカ、りしていなかったが、!末は比較的しまっ

ており、ピットが内外部にわたり集中的に多数検出されてし、る。 埋了i二において確認された焼土は住

居跡床面にまで及んでおらず、炉は検出できなかった。 造物は坦土からi晩期の土器片、ピットから

はそれぞれ前期と晩期の土器片が出土している。

3号住居跡(第16図)

北側の沢に面し、1号住民跡によって東壁を切られている竪穴住居跡である。また、長芋による1j'l

乱が著しく、わずかな焼土が 2ケ所検出されているものの、壁は南西部分が一部残るだけである。

倹出されたピットのうちのひとつから前期の土器片が出土している。

4号住居跡(第18凶)

2地!天南東に位置する竪穴住居跡で、 45号土拡及び46号土上広を内包する。 南半分が撹舌Lを受けhてい

るため壁が検出できなかったが、北東壁は比較的しっかりしており、おそらく円を基本としたフラ

ンになるものと思われる。床は全体的に平坦でよくしまっているが、 45号ーオ:拡と46号土上広の中間か

ら東側は特にかたくしまってし、る。柱穴は北半部の壁に沿って形よくならんで検出された。焼土は、

L、わゆる床が焼けた形態のものは確認されておらず、 45号土j拡と46号士拡の埋土に流れ込む形で‘入

っているが、 46号土上広の焼土については、焼土のあり方等から本住居跡の炉の可能性も考えられる。

遺物は出土してL、なL、。

焼土遺構

焼土遺構としては、北東端の沢に面した一角と、中央部39サてi二拡北側の 2ケ所に集中してみられ

た。これら焼土遺構のうち北東部の 3号、 4号と中央日1;7号、 8号の 4基がローム直上でよく焼け

てし、る。北東部では、ピットが重複して多数検出され、これらのピット及びロームを箆う層からは、

口む
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12号土地
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第13T;'I…br褐色土、も111'1:小さい

一可平戸yct:?
第11o;>i・ 11ft補色土
第21N…IIf;褐色土、ローム杓子多:I(に浪人

第3年j・・11庁長補色土
第4k'i...褐色土、ローム粒子多 ~f:~ に浪人

第5問…1市街色土、炭化物iJi入

43.21m 

30号土滋

32号土法

第11N…IIlt褐色土

第 2 附 "!.I.~ 白土
第3P:1…11ft褐色土
第4肘・・溺白土

第51.;.i・田・II/'ib't褐0.土
第 61(~: ・・褐色土、ローム杓子;記入

第7T;'I…於褐色1:

第25図 2地区土地
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第1p;ti・11fJ栂色土
33号二七法

第2'，:1…lI;'t溺色土
第31':'I…lI;'t{有栂色上

第4'.;1…11付t補色1二、炭化物混入
第5~~;...II;'t褐色土、ローム杓子多 1 ft に混入
第6P;'I…極lI;'t褐色土、炭化物多izfに泌人

:;r; 7 P;'Î'" 緩lI ;'t褐色J二、 ì~化物混入、しまっていない
第8p;iI...m褐色土

第9P;"I…11;';掲色土

第lOf;'-I'"t1't溺色 i二、粘科大きい
第111，;，)…lI;'t褐色土、も1j'I"H、さい

40.39m 

第11';'I…l1{illt溺色 i二

¥ .， ¥ :1 可よラ王~一

43.31m 

36号土t広

第1kYI'極lIit褐色:1:.
第2N~:… 11庁補色土
第3肘…11白bi色上
第4層…lI;'f*褐色f二
第5fX!…IInbt褐色:上
第6f:'I...1I庁ht褐色土、料ilt小さい
第7層・ .U(ilt'i褐色土、粘1"1:大きい
第8~'Î…貨褐色土、粘1"t 大きい

38号土法

2 

26 -

43.21m 

34号こが広

J党再L 43.21m 

第 11(1…~，\\掲0.土

第2p;1…明H¥栂色土 35号土ま広

第3'N..・茶褐色土
第41N…極lIi't褐色土
第51.;1…lIi't褐色土、炭化物・ロームf.，((-浪人

第6WI…lIii掲0.土、炭化物・ロームブロック浪人
第71';'I...II;'f¥tr溺色土

一 一

一六1に二二ケー

第lli"I...II{i栂色i'

37号土法



第p;.手…IItf茶褐色土、かたくしまっている
第2層…u奇褐色土、かたくしまっている
第3防-緩[1告掲色土
第4防…[1奇補色土
第 5~守口黒褐色土
第6隠…極H官補色土
第7層…!!t褐色土
第8~...llifJを褐色土
第9";Y…極有者褐色土、ローム粒子混入
第10層・ H音黄褐色土、ロームブロック混入
第w浄・.U庁貧弱色土、炭化物多廷に浪人
第 12~!í ・・・ 1を褐色:1:.、粘性大きい
第 13~せ-照褐色土、炭化物多 ifi に混入
第14層…貨褐色土、粘技大きい

同〆

第l層...11音褐色土

第2層…黄桜色土

i.:s3好一1I1'f，赤褐色土

43.21m 42号土法

43.21m 

I回一極首長褐色士、炭化物混入
u.・紫色土、ほとんどが;化物
自…黒褐色一七、炭化物多titに混入
ローム杓子i見人

N… "I~(I 色村i土

39号土法
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~ア
第1~;~;…極 11(;褐色七

第2";'i-..bH話色 L、II{;掲0.h記入
i.:s 3 ";'I...[li;褐色!:
第4k'1... Nt補色 L
第s~:!1…時j褐色上

41号土士広

第1~'í... [I(;褐色J~

第 2 肘・・[lif ，h~褐色 L

第3肘…黒色土

第4";'i...II{í'亦褐色土、炭化物~li 人

第5";1...n{f褐色土、しまっていない

第6";'i...n(f褐色土、ロームブロック泌人

43号土法
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第1M…lIiifftil¥l0土
~2 初・持j色士、ローム 1\i[-浪人
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第4~1... I1Jl占m色~l
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'151} 1-.刻、

第Ui…H自尚色上、焼土t¥:J二混入
第2~'Í・・.lIiHliJ色土、ロームブロック浪人
第3R1...m色土
第4R手…黄体j色土

第5WJ明黄m色士
47号土地
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一、ーょ戸立グー
第1~1 …lIì'é尚色上、焼オ:・炭化物~M人
第2);'i..技術色土
第 3~i ・..1Iì'é茂樹色 1:

48号土法
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第1層…H自i'i8.日色土
第2層・・Ifjj褐色士、炭化物浪人

第3層…i情鼓掲色土
第4階…i刷局色オ:
第5層・1品色こt
第 6~手 .1品色土、ロームブロ y ク混入
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第lJ.i.i..峨褐色上
第2熔 11音茂樹色土

第3府…持j色土
第4Rヲ・・2電褐色土
第5~1 ・ m色土
第6層…llfig'i)品@.土

50号土地
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¥ふれ__rと 4/

第!F?i何?制局色上 、F

第2/iii...llfi褐色こ、決化物浪人
第3肘…I1Jl茶鈎色土
第4附…I!古焚駁色土 51号土法
第5Rヲ...11古溺色土、ロームプロック混入
第61{'I…H白茶褐色土
第al…11古黄1M色土

第28図 2地区土I広
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l L土拡
第11';'i...!f，補色.:1:
第21N…lI{ilil褐色上
策3'¥'1…lI{i補色土
第4fN...lrt褐色.:1:.

hよ長人 1 /11/2) 
『どミ3u〆γ比.1:7'

ロームブ口 Jヴ

i乙ス平戸
ロームブロック

第l屑…lI{j補色二1--
第2肘...II{i茶褐0.土
第31N…H点ft't溺色t
iJis，H7…lI{i褐色士、焼土混入
第5p;r;…IIfiflT.褐色土

53号土拡

第11';'i...1存I!!.¥褐色J-_
第21'i'十・・掲0.1:
第31(1'"v't補色土
W， 4 lN" .11([ 8t補色1:

56号土法

第1IN...II{i掲色 1:、1¥'i'lt大きい
第2~;，;i...II{ib't補色土

第3IN...II{j:bx補色上

第4枠;i"'II{f褐色土、炭化物ii4人

第51，付…茂溺色土、ローム料日記入

第61，什.bi褐色t、lI{i褐色 UJi人
第71¥十-f有褐色土、も1j'1'1大きい

58号土抵

-c@コ-
43.21m 

43.31m 
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第2t;I;J'" b't溺色J:、もlit'1大きい

54号土i広
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1号溝状土法

2号溝状土1広
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"" 1 / ¥2¥..二一--1
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14 I 

、日'

第 1M手…黒褐色土
第 2~"i…Jli}茶褐色土
第 3I~ií...褐色土、ローム粒子混入
第4陪…黄補色土
第 51併…黄白色ニ!こ

a 晶

第1層・fltf茶褐色土

b 
43.41m一一

第2層…茶摘13土、ローム粒子浪人
第3~.;;…褐色土、ローム粒子混入
第 4肝…黄白色土



t広 yi呈[ ( 1 ) 

1 士出

86x 82 

95x 95 

96x 96 

64 54 

129x 114 

172x 125 

日
一
回
一
幻
一
回

144 x 123 

- 31 -



土拡 ( 2 ) 

土地番号 平面形 I広口部(cm) 長制i方向 出土遺物 (市j 考

40 小平リ形 130X 67 N 65
0 

W 剥月一
41 不整長形 246x 60 N 133

0 

W 土器
42 不整長形 185x 49 N 19

0 

W 土器
43 不整形 102 x 54 N 340 W 
44 内 耳ラ 98x 97 二!こ7ta:(前i明)
45 不整形 101 x 95 N 156

0 

W 土器 袋状

46 不整形 99x 85 N 1540 W 土器 袋:1犬

47 不整形 200 x 104 N 47" W 土器、剥片
48 長橋円形 106 x 63 N 165

0 

W 土器、剥片
49 i 楕 円形 85x 75 N 46

0 

W 
50 小判形 120 x 75 N 1000 W 土器
51 楕円形 122 x 103 N 30

0 

W 土器、剥片
52 不整形 135X 72 N 45

0 

W 
53 不整長形 159x 63 N 1630 W 
54 長橋円形 88x 47 N 137" W 
55 楕円形 67X 58 N 100

0 

W 
56 長構円形 165 x 69 N 78

0 

W 
57 楕円形 116x 84 N 162

0 

W 土器(晩期)
58 長楕円形 118x 69 N 40

0 

W 土器、剥片
59 長楕円形 100 x 58 N 26

0 

W 土器(晩期)
60 長楕円形 124x 70 N 65

0 

W ゴ二22
61 隅丸長方形 93x 72 N 136

0 

W 
3 士出 区

I 楕円形 127 x 103 N 53
0 

W 土器
2 門 汗手 59x 55 
3 円 形 113 x 111 

袋ヒ:ーi犬
4 

楕楕円 円 形
109 x 106 N 89

0 

W 土器、剥片 状

5 円形 88 72 N 99
0 

W ーカ状

6 耳タ 97 95 
7 長楕円形 85X 59 N 39

0 

W 
8 不整形 73x 43 N 47" W 
9 不整形 83X 53 N 40

0 

W 

4 地 区
1 i小判形 290 x 151 I N 12

0 

W 
2 楕円形 99x 79 N 135

0 

W 
3 半Ij形 125 x 61 N 13

0 

W 
4 小平日形 136 x 85 N 30

0 

W 
5 1有円形 100 x 98 III謹上面 て確認、
6 不整長形 164X 60 N 4

0 

W 
7 楕円形 100 x 62 N 98

0 

W 
8 隅丸長方形 91 x 58 N 31

0 

W 
9 構内形 66x 52 N 93

0 

W 
10 楕円形 64X 50 N 17" W 
11 

惰精楕精 円円円円 形形形形

50x 44 N 10
0 

W 
12 67x 62 N 53

0 

W :l:ffJ+上面石

13 61 58 N 120
0 

W 期十トi商石

14 45X 45 坦土上屈に石

32 -



グノt-:;の炭化物や向一個体になると忠われるこ上部}干の出土が顕著 vて‘ある。また中央tfriにおレてもヒ

ットが集中しており、 7 号ij~J二 j立構周辺のピットからは言íTJmの土問片が出土し、 8 ~0-焼土遺構周辺

で、は特に深いピットが検出されている。これらの焼土遺構が検出されたj易所はローム層にまで撹乱

が及んでし、るため、壁こそ検出できなカ通ったものの住居跡である可能性が強L、と考えられる。

漬物

I 群土器(第31~44図)

a 類(18、 19 、 52 、 53 、 73~旬、 82、 83 、 123 、 127、 145 、 170、 171 、 203)

和]¥，引i士示11を鮎り、出線、鋸歯状文など幾何学的文様を構成するもので、平行する|珪線の間を半

:W~竹管状工具(外聞)でなでているものがあるの地文は無文、縄文で鉢形の土器が多い。203は 4 個

の山形口縁をもっ鉢形の土器で¥口径約24.5cm、器高約22cmを測る。地文はLR単節斜縄文(横位

田ヰ云) である。

b類(1 、 2 、 15 、 16 、 43~49、 61 、 62、 69、 70、 84、 85 、 101 、 135、 156 、 172~175、 177、

200、201、204)

a 類同様、和]\，、粘土長11:を貼り付け、幾何学的文様を作り、組l隆線文に半在~竹管状工具の内国側を

刺しヲI¥，、て爪形文を施文するもので、平行しない鋸歯;伏文に爪形文を施文するものはほとんどなし、

(135、一点に見られるがモチーフの相違であろうか)。地文は単節斜縄文が多く、深鉢、鉢形土器で、

ある。 43は薄手の鉢形土器で、折り返し口縁の内聞に一条、口縁~íT)に二条の円形制隆線文をめぐら

してレる o 47は半故竹管;1大工具を刺突した爪形文である。 202は深鉢形士郎の口縁部であり、 4{屈

の中空で手のこんだ把手をもっと忠、われる。外面に 6つ内面に 3つの三角形透しが作られ、爪形文

施文の隆線で幾何学的(対称形)文様構成がなされる。把手を上から見るとこわし、顔つきの動物相

を観察できる(イ)0 l=l唇部は「く J の字に極端に内湾し、 2つの連続する山形突起を 4偲もつ(口)と

忠、われる。 地文RL単節斜縄文(品目立回転)のj二部で、ある。 204は202と向器形の土器で¥口がやや

大きく 13日く。 1::1唇部は「く」の字;1たに内汚する。地文はLR単節斜縄文(横位回転)である。

c 類 (50 、 87 、 179~181)

半在~竹管状工具内面による平行沈線文施文の土器である o

d類 (71、旬、 183、198)

仁i 唇/;:r~に刻 11 文、 I:J 縁部に撚糸、単I抽出品条体圧痕の施文されるもので、陸帯のめぐるものとそう

でないもの (92) があり、器形は円筒深鉢形である。 198は口径35cm、器高48cm (推定)を測り、

口唇部、経常上に半裁竹管状工具による連続刺突文が施され、 iでi縁吉1)は単車111絡条体圧痕の施文で、

日Ir'J古[)は原体の一方に結節のある LR原体の横位lIiI転で綾絡文が認められる。

e 類 (55~57、 86)

手段竹管;1犬工具内面を押しヲI¥，、て施文し、経起線を表現する(半隆起線)グループで、半一隆起線

qu 
q
J
 



文は1:::]縁部、胸部に施文される。 86は蓮華文の施文がみられる。

f類 (194、195、197、199)

a~e 類以外の土器で、 194は口箆15cm、取高16.5cmの深鉢形士ー器で、 4{固の突起をもち、折り

返し1=1縁で、外反する。 L1I形口縁下に隆帯が垂下し、口頭部経帯に重なる。折り返し仁l縁には二条

の連続事iJ突文、日縁i'mは単車th絡条体圧痕文、口頭部騒帯は単節斜縄文の正痕文がめぐる。腕部は羽
状縄文(横位回転)である。195は口怪16cm、器高20cm (推定)の深鉢形土器で、日縁は外反す

る。仁l唇部、口頭部半陸部:及び口縁部三三角形隆帯にさ|三戯竹管状工具による連続車iJ突文 f爪形文)が

施文され、そのj習を縦位に半裁竹管状工具内面で沈線を施し、次に横{立に三条の平行沈線をめぐら

している。施文に用いた半裁竹管;伏工具は同ーのものである。制部はLR単節斜縄文(横位!司転)

で、末端は結節し綾絡文がみられる。197は口径33.5cm、器高40.5cmの深鉢形土保で、仁i縁は

やや外反する。口縁部はLR単節斜縄文(樹位i亘|転)を施し、半戟竹管状工具内部による縦位、横

{立の半隆起線文を施文し、横{立半隆起線文(二条)に半裁竹管状工具で爪形文を施す。縦位に貼り

付けられた 4個の!盗帯(三5月状騒帯を付す)は、頭、部の隆帯とJ妥ーする。 )]1制Ijは木目 :1犬撚糸文の施

文で、左布交互に施文するものである。199は口径10.5cm、器高14.5cmの小形の深鉢形土器であ

る。 4{固の山形口縁をもち、峰子告が_[fí~下する。 LR 単節斜縄文(縦位回転)を施し、仁l 縁部にぞれ節

斜縄文を圧痕している。

E群土器(第36[盟 112)

1号棒状土j:Jt埋土上部からの出土で、 RL単節斜縄文(縦位回転)で、平行沈線の間は磨消である o

E群土器(第381立J163~165) 

沈線による幾何学的文様構成を作るもので165の地文は撚糸文である。

N群土器(第31図 6 、 11~13、第32区123 、 34~36、第33ぽ137 、 38 、 40、位、第34[zJ68、第36凶

109 、 116 、 118、第37図 126 、 129 、 132 、 143、第38図149、第39図185~187)

口唇奇liに刻白文、沈線をめぐらすもの、突起をもつものがある。口縁i'fIjは三叉状文、刻!二!丈、平

行沈線文、沈線文、磨j肖手法などにより文様を作り出す。地文は単節斜縄文が多く、ヘラ状工具に

より研磨され、光沢のみられるものがある。
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39号土拡 197 
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lOcm 

2地区出土土器
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6号焼土遺構 203、204

第44図 2地区出土土器
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土製品 土製訣状耳飾(第451xl)

6号焼士遺構から出土したもので、半欠Ifi11で、焼成は良く、

第 IfP土問と伴出してし、ることカ通ら、純文前期]のものである。

(3) 3地区

遺構

3地区の検出遺構は、竪穴住居跡 3軒、ゴ二土広9基、持状士土広

2慕で、土地からのげI二i二遺物はなく I時期は不明である。 3地区

の北、北西の台地端に広がりをもっと思われる住居跡について

は、杉林、雑木林等の問題で調査は出来なかった。

1号住居跡(第46図)

くコ 6…構
。 5 cm 

2地区出土土製品

西側の最も沢寄りに位置する竪穴住居跡で、 l辺が3.4mの方形を呈する。主事hはN4TWo 壁は

しっかりしており、垂直に近い急、な立ち上がりをみせる。床は若干起伏があるが、カイこくしまって

いる。ピットは床全体に検出されたが、大部分のものは埋土の状態、他の住居跡などとの比較から

柱穴とは考えられない。ただし、中央部の浅いピット 2個については、やや北寄りのピットに炭化

物や焼土が多量に混入した土が入り込み、中央のピットには多量の炭化物とともに荒い砂粒が混入

し底面が焼けーたような状態を呈していた点などから、本遺構に付ー属するものと考えられる。カマド

は南東壁に中央から東寄りに構築され、 3軒の住居跡のうち一番しっかり残ってし、た。支脚として

使用された赤褐色土器杯も焚き口部焼土の上にかなり火をうけた痕跡で伏せられていた(第52図 6)。

煙道部はトンネル状に残ってはし、るものの、天井部はしっかりしたロームではなく、おそらくある

程度けずりとられてしまったものと思われる。増土には焼士の混入がみられた。そでは検出できな

かったが、前庭部の焼土上にはさらに炭化物や焼土が混在して堆積していた。また、これらの堆積物

が土壇土として入り込んだ状態のピットが、焼土の下から検出されている。南隅の焼土は埋土上聞か

ら確認されていたものだが、埋土には薄く焼土粒子が混入する程度である。また、北偶に床面から若

干浮いて小形の土師器撃の破片が散在した状態で出土した(第52図 7) 

2号住居跡(第47図)

西側の 1号住居跡よりもやや南東に位置する竪穴住居跡で、 3.2mX 3mの若干長方形がかったフ

ランを呈する。主桶11はN28
0Wを示す。壁はしっかりとほぼ垂直に立ち上がり、壁高は約30cmを測る。

北西壁の一部を後世の撹乱でけずりとられている。床はかたくしまり、平坦である。ピットは中央

付近に集中して検出されてはL、るが、本遺構に付属3するものとは考え峰い。カマドは南東盤中央か

ら南寄りに構築されているが、焼土等火を焚いた痕跡はみられず、そでや天井二部も崩れ、残っていな

L、o )立物も1:-1:にi二してし、なL、。
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第9層..lffT褐色土、粘性小さくしまっていない
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第11傍・・黄褐色土
第12層・・・11音掲色

4号土i広
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7号土1広
一 一
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第2層…明褐色土
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9号土i広でしpιァ
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3号住居跡(第48図)

東側に他の 2軒と少し離れて位置する竪穴住民跡で、 1:i21が 3mの方形を呈する。主ilIfhはN4TW

を示す。壁はしっかりと立ちよがり、床は若干起伏がみられるがかたくしまっている。ピットは住居ー

跡内では検出できず、屋外のピットも柱穴としてはとらえ難い。カマト旬、は、 さオ1

てし、るが、やはり、そで、天井部は筏:仔しない。また、 i有隅から少し中央寄りの月!土中に床面から少し

浮いて、焼土や炭化物が顕著にみられる一偶があったが、床苦iで、火を焚し、た跡は確認で、きなかった。

遺物は出土していなL、
遺物

直群土器(第51区11、 2) 

1は平行沈線文を施し、服部はLR単節斜縄文(横位方向回転)である。 2は網目 ;1犬撚糸文の施

文である。

平安時代の土器(第521玄16、 7) 

6は赤福色土器i不で¥口径約13cm、R2i高約5.5cmを測る。底部切り離しは凶転糸切り、無調整であ

る。カマ f支脚として使用されていた為に剥落が著Lい。 7は口緑部欠損の小形土師器斐で、推定

口径12cm、推定俸高 9cmを測る。ログロは使用されていない。口頭部に綾が作り出され、腕部がや

や膨らむ。縦位方向にカキ目が施され、底部に木葉痕をもっO

持位、一:三:郎・，;，~':<:"，幹色、ρ.t':. _' 

3 4 
'¥¥¥¥¥ \i\\l~qc一一 J 

7 

事務~O
遺構外 1-5 

5 

図 3地区出土土器 l号住居跡、カマド支llt.fI 6 
1号住居跡 7 
トレンチV 8 
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(4) 4土也区

遺構

4地区の検出遺構は竪穴住居跡 1軒、土地14基、焼土遺構 2ヶ所で、住居跡内、焼土遺構付近か

ら遺物が出土し、土土広からの出土遺物はない。

1号住居跡(第53関)

北側の沢に面して構築された竪穴住居跡で、 2.4mX 2 mのやや楕円形のプランを呈する。南側の

援を14号土拡によって切られてし、る。長軸方向はN450Wを示す。壁は緩く立ち上がり、床は平坦で

しまっている。ピットは住居跡内部にはみられず、壁にそって外側に検出された。おそらく柱穴に

なるものと思われる。焼土は検出できなかった。

庭訪

~ 
14号 l-_材、

。。
撹，f;L 一...J!.4330m 

第u吋…傾向'[fA)色 l:
第21¥'1"'11(1外j色土
第31，ゃj一樹色 l:
第 41，同…lI(if，\)色 t 、ローム~'\'，; [-多ばに混入

第;)1'i1…縦IIf¥'褐色 i二、ローム粒子多はに混入

第6肘…災rk.)色土、も1，1'1:大きい

第53図 1号住居跡
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遺構外出土 8、9

cm 

第57図 4地区出土土器

-59 -

遺物

瓦群土器(第56図 1、2、5、ア)

縄文を施文した後に、沈線

で区画して磨消しているもの

である。 2はRL単節斜縄文

(償位方向回転)、 f也はRL

単節斜縄文(縦位方向回転)

である。

E群土器(第56図 6、第57図 8、9) 

6は把手在日である。沈線及

び円文が旋され、幾何学的な

文様備成となるものであろう。

地文は燃糸文の施文である 0

9は口径約24cm、推定吉号高約

29cmを測る。 3{Iili!の小突起を

もち、地文は全両に燃糸文を

施文する。



石器、石製品

石鍛(第58凶 1~ 4) 

有茎、無茎のものがあり、 3の基;:m両面にアスフアノしト状の付着物がみられる。

石匙(第58図 5~12) 

縦型のものが多い、12は横型で、つまみ部にアスフアルト状の付着物がみられる。 11は両面加工が

施され、つまみ部も大きく、石匙に分類されるかはっきりしなL、。

石檎(第58図14~16)

陸rr面の厚いもの薄いものがあり、 14、15はポイントである。

ヘラ状石器(第四図13、 17~21、第59図22~29)

片面、両面加工のものと、両面加工の中には主要条IJ離面の側縁部に加工するものなどがある。片

面加工のものは掻器、削器としての機能が考えられる (17、25)。

磨製石斧(第59図30~33)

欠損品が多L、。 30は刃部の一部が欠損するが、ほぼ完形である。

石錘(第60国34、35)

34は河原石の両端を打ち欠いたもので、 35は一端を大きく打ち欠き、一端は自然の山部を利用し

たものである D

凹石(第60図36~41)

39は両面に、他は片面に 1~3 の凹部をもっO

磨石・蔽右(第60図42~47、第61図48~51)

河原石を利用したもので、石の表裏面は磨滅し、側面は蔽打痕のあるものが多い。

石皿状石器(第60図52~55)

全て欠損しているが、磨石、敵石と対で、使用されたものと思われる。中央部は磨滅し、くぼんで

いる。石盟的機能が考えられる。

石皿(第62図56)

欠損品で、あるが、縁取りのあるしっカゐりしたものである。

そのイ也の石器(第62図57)

両面及び側面を磨つである石器で、周平のものである。

石製品(第62図58、59)

58は緑色凝灰岩製の柔らかし、もので両面から孔を穿っているが、貫通はしていない口 59は表採の

勾玉で両面から穿孔され、全体に研磨され光沢がある。メノウ質のものである。

- 60 
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第V め

遺構

1地区で検出された遺構は、竪穴住居跡 1軒、土塙6基、焼土遺構16ヶ所でがる。これらの遺構

の中で時期の明らかなものは 5号土砿で、出土遺物から縄文時代後期のものである。その他の遺構

からは時期の判別できる遺物は出土していない。 1号住居跡は、しっかりした作りの住居跡で柱穴

の深さに差がみられるが規則的に並ぶと考えられる(第11図)

2地底で、検出された遺構は、竪穴住居跡4軒、こと士広61基(袋状土土広10基)、溝状土土広2基、焼土

遺構8ヶ所である。 1号、 2号、 4号住居跡は楕円形のプランを呈するもので、 ( 3号住居跡は 1

号住居跡との君主複でプランは不明)不確定な遺物出土状態 (1究乱等による)で断言はできないが、

周辺の遺構等のあり方から縄文時代前期の住居跡と考えられる。ただ、住居跡内に炉はなく、点在

する焼土遺構(3号、 4号、ア号、 8号)等の関連や、袋状土士広との配置については、はっきりし

ない。土拡とした中で、底径が口径より大きく壁が外側へ掘り込まれている形のし、わゆる袋状を呈す

るものが10基検出されている(第21図~第29図)。特に本遺跡における形態的な特徴として、口縁部

が広くテラス部が大きい事、口頚部が広く箆カか￥いつまり頚音部i日:のくび

られる O また口縁白吊部[~の広さの害訓リにあま{り)深くはなく、 1m を 1越えるものは39号土拡 1 基のみである。

また上屋構築を考える上で重要なきめ手となっている周縁部のピットのあるものが 6基(2号、 8号、

16号、27号、33号、39号)検出されている。しかし、配例はあまりよいとはいえなし、。理士にっし、でほ

ぼ共通してみられる特徴は、底面周辺の壁ぎわに黄褐色ごとの堆積があり、これは人為的な土器の廃

棄の認められる39号土塙を除いては、量の多少にかかわらず類似している点である。おそらく、頭、

部のくびれ部や腕部周壁のロームが剥落したものと思われる。 8号土土広で、は、こうした黄褐色上の

上に焼土が流れ込み土層中穏に堆積している。埋土全体にも焼土や炭化物の混入が多くみられ、底

面直j二にもわずかながら堆積する。焼土が堵土中に堆積しているものとして他に45号土塙があげら

れる。焼土はみられないものの、炭化物の混入が顕著なものでは、 39号土土拡があり、制下半部や投

棄された土器の中にも多量の炭化物が認められた。比較的多量の遺物が出土している袋状土士広は、

6号、 8号、 39号があげられるがすべて埋土からである。 6号土士広では晩期の土器J=tーが、 8号土士広

は前期の土器片が上層から中間にかけて出土し、このうちの 1片は6号焼土遺構周辺から出土した

土器と接合できた。 39号ごと士広の場合は、地土の堆積状態もそうであるが他の袋状土拡と多少異なり、

上)普からの前期土器片の他に人為的に廃棄された土層の上に 2個体、同時に棄てられ壁ぎわに転が

り落ちたとみられる土器が 1個体、合計 3i1運休の土器が出土している。このうち、土塙i新聞関左側

の土器(第41図)の中には灰白色の粘土が口縁部にまでつまっていた。これは廃棄する時すで、に土

-66 -



ItFiの中につめられていたものと思われる。

また位置的にはこの39号土土広が、住居

跡の可能性の高い 8号焼士遺構のすぐ北

東に、 45 号土JJl~が 4 号住居跡、内にあるも

のの、本遺跡においては、明確に住居跡

との関連が考えられる袋状土土誌はみられ

ない。

持状土土広は 2地氏、 3地l正で 2基づっ

確認された、いわゆる Tピットと呼ばれ

るもので、縄文時代中期の土器片を出土

した 2地区 1号を除いて長軸方向はN400

~600Wである。

3地区で検出された遺構は、竪穴住居

跡 3軒、土土広9基、棒状土土広2基である。

出土遺物のあるのは 1号住居跡のみで、

しかも、し、わゆる赤褐色士宮号とし、われる

杯と土師器護で、住居跡の一年代は明確で

ない。 F堤C遺跡で確認された住居跡と

比較すると、方向、規模、カマドの位置、

柱穴のあり方等、共通性があり、下堤C

遺跡と 3 地区は距離I~I守に近く、関連性を

うかがわせる。下堤C遺跡は出土遺物か

ら9世紀後半頃とされ、 3地rzは10ulー紀

!日石器

計年

縄文

時代

弥生

時代

古代

下足D遺跡の周辺遺跡編年表

下堤D遺跡

坂ノ上 B遺跡、
日IJ 期

下堤D遺跡

下堤A遺跡
中 期

下堤 B遺跡

後 期
坂ノ上A遺跡

坂ノ下遺跡(小阿地23遺跡)

晩 具丹
地方遺跡

地蔵田遺跡(地蔵台遺跡)

小岡地古墳群

下堤 C遺跡

下堤D遺跡

以降と考えられる。住田跡の広がりを確認するため東側に 5本のトレンチを設定し調査したが検出

されなかっ7こO

4 地区で検出された遺構は、皇室穴住居跡 1 軒、土:tJt14~妻、焼土遺構 2 ケ所である。住居跡は小さ

く惰円形を呈し、炉はなL、。 出土遺物から縄文時代中期末葉(大木10式期)のもので、下堤B遺跡

(縄文中期末)の住居跡のように小形である。

以上のように、下堤D遺跡は平坦な広い台地の割りに住居跡が少なく、台地を利用した時代は旧

石器時代、縄文11寺代(前期~晩期)、平安時代であり、各々、占居する場所は異なっている他、位

期間で台地の利用を終っている。このことは、標高約40m前後の末戸台台地の中にそれぞれ、中心

的(本拠地)遺跡の存在を組定できるものである。

白然IY:J環境なども含め、居住地選定の問題等と関連するものであろう。
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守毎

I群土器について

I 群の i二加は、純文H年代前期末葉から中間の過渡期の上保である。これらを大別して a 矧~f 額

十こ分けfニO

a類 細 L、粘土組貼り付けによる細降線文で施文するもの。

b類 細陸線文+半裁竹管状工具による爪形文(c型爪形文)を施すもの o

c類 半殺竹管状工具内面で、沈線文を施文するもの。

仁l類 口唇、縁部に撚糸庄痕、単軸絡体圧痕などを施文するもの。

e類 半戯竹管iJと工具内部を押しヲI¥，、た、半隆起線文で文様構成するもの o

f類 a ~e 類以外の土詩。

これらの t:~;~は同位的に調査することはできなかったが、 2 地 iベ 8\サ!二 1)1;(袋 :Ik 士 J).L;)から第40l羽

194~196 、 39 jj宇土 J).L~ (袋:Ik::l二1JL;)カミら第41[ま1197、第42凶198、第431~1199、第 6 号焼ト~)g十倍カミら第43区1

202、 第44図203、 204のこと器がそれぞれ共伴出土している。 a額、 b煩はk;，fミ 6式のいわゆる IIJ(

浦式土器の範i時に入る土器群であるが、202、204の器形は異なるものである。 d類は円筒下層 d式

則の一群である。 e類は石川、富山県方面に見られる土器群て¥新保、新!111ftょにといわれるものであ

る口 f類は融合型式の土器群であり、問題のある土掠群といえる。 197の深鉢形土保は、口縁がタト反

し、!lI司 tí:l~がやや膨らみ、底 /H~に自然にしぼむもので、 rJ 縁氏1;施丈は半隆起縦、半殻竹管状:工具によ

る爪形文で北陸地方に多く見られる文様出成である。 fJ同点1;は円筒下層式の木 11:lki1!.~ 糸文施文で、ある 0

195についても山形は円筒深鉢 Jf~ で、 '-1 縁 /í:l; の文t芸術f1えは北陸1'i':1で，::[1) !) " 194は、口縁部に連続束IJ突文、

q'lllil1J給状体JJ:痕文、 単節縄文のB三痕文が施文され、 199を除いては、 L、ずれも頭部の陵情をJ:JJに文

保ナij:が分カイ1る。

秋山県内で~tl培系の j二日たが出!こしている泣跡は、小坂町「二タ渡北方遺跡」、能代市「上ノ 111泣

Ji'zfJiJ "八竜IIIJr萱メIJ沢貝塚J 、若美町「中角境遺跡J 、男鹿市「大畑台遺跡J 、秋1+1市 γF足A遺跡J、

γ坂ノ上A遺跡」、本荘r:llr船 11'司台遺跡」て どがあけごら，11.る。これらはが立丈U、?代前WJ後主5

~後WJ 前葉の II;J J!:)J の j立跡であり、日本海沿岸を l'包ドし始める円筒ド)国仁l 式 ~J:Nttよ t出を (，y:IHする

例が多L、。 ~I ヒ 15を系の i二日:fn-Yôが LU ーとする I I，J: 1[:)J(土、縄文前期後葉~中期中葉までと考えられる(これは

， IJ51印式に伴う、三角形 u裂~11，，11の出土11日[JJと一致すると考えられる。)。円前J+_日注文:fとと大木 iニ立注文

は、秋山市、 1I1沢湖、宮占ーを結ぶラインをほにするという基本(1':1!s:考え)fをtiZめ、刊に秋1111'11を中

心とする仁j二I 央 /í:l~ におレては、円筒、人イミ、北IS，，:三系の I~ 立注文化が 1~m}lli していた地域と託えるし、 ド出

0;立跡は出文11、子代 lìíJ![:J]~仁|てrWJ の j品波Wjの保相を示し、文化問の多様な:r!)J ，ぎを提起している。 北内系

の上限丈化については、 μ川、富:111、新潟、 111形作県の日本海保Ijにその範Ili'!がlitめられる。 I二出文

化の組[1J:l(土!'Ip史的条例二に左れされるすj:も見逃せないであろう。

託料不足なこと、分紅iの方法も 1:弘 U}j:r'I':1であり、 yl~!~命もあると jど、われる。今後、資料の Jrl~1JJllを待ち、

4全ri、jすーる，16，i要を:)Ji'j¥iX;寸ぬる。
※富樫泰11寺氏の御教示による。
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図版32 I地区出土土総
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図版33 2地区出土土器
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図版35 2:哲区出土土器
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図版37 2地区出土土器
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図版39 2地区出土土器
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図版41 2地区出土土器



図版42 2地区出土土器
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図版44 2地区出土土器
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図版48 出土石器
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